





































































































天(成10四31年〕 -詔号室銭賃工。造寺観 -造寺観凡ー百五十 -三月。帝至自E豪州。
子郷邑。 fL百五十所。 慮。 詔君主銭賃工造寺観。
於郷邑九百五十所。
2 寺観の重修について
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名観111914161011101-
4 鋳鐘について
ぶ\ぞ~I 『大越史記全書』 『越史略』 『大越史記』 1 w欽定越史通鑑綱白』

























































































































































































































































































































































し， 大興蔵に薗めしむ。」とあり， また， w全











































































































































































































1) Tran van Giap: LE BOUDDH1SME EN AN-
NAM DES OR1G1NES AU xme S1主C1LE，
BEFEO 32-1 pp. 191-268 
2) ・ M~t Th色:V1企T-NAMPH~T-G1ÁO su二
LUOC， Sai-gon p. 116 
・MaiTho Truyen : LE BOUDDH1SME AU 
V1ETNAM， Sai-gon 1962 p. 41 
・LeTl曲lhKhoi: LE V1企T NAM H1S-
T01RE ET C1V1LISAT10N， Paris， 1955， pp. 
152-154 
. Tran Thac DU'c : PHA T G1AO V1企TNAM
vλHU'ONG DI NHAN BAN DICH THU'C， 
Sai-gon， 1967， p.21 
. Nguyen van Hau: V1~TNAM TAM G1AO 
SU DT，.1 CUONG， Sai-gon， 1970， p.98 
・Uy Ban Khoa HClc Xa H(ii V期 Nam:




3) ・Tranvan Giap : op. cit.， p. 256 
. Thich Thien An : BUDDH1SM AND ZEN 







4) Thich Thien An: op. cit.， p.73 


















































の理解 [MinhTranh : Tim Hieu Lich S世Phat
















一号 1943年3月， Yamamoto Tatsuro; Boat 
Race Festivals in East and Southeast Asia. 
30th International Congress of Human Sciences 
in Asia and North Africa， Mexico City， August 
1976， ; Dragon.boat Race. Proceedings， 
The IVth International Symposium， National 























































* Uy Ban Khoa HQc Xa HCii Vi~t Nam Ban 
Han Nom: TUYEN T Ap VλNBIAHλNQI， 
Quy色n1， Nha Xuat Ban Khoa HQc Xa HCii， 








料 UyBan Khoa HQc Xa HCii Vi~t Nam Vi~n 
Van HQc; THO VAN L Y-TRAN， T~p 1， Nha 
Xuat Ban Khoa HQc Xa HCii， Ha NCii 1977 (以
- 45一(109)
李朝建初期の国家と仏教
表 2 W欽定越史通鑑綱目』に表われた造寺 (1010-1225)
| 西暦年代 | 年 号 寺 院 名 場 所
1010 順天元年 輿天御 (Hu'ng-thien-ngt!)寺 昇竜域内
11 11 万歳 (V平n知色〉寺 11 
11 11 勝厳 (Thang-nghiem)寺 昇竜域外
11 11 天王 (Thien-vu'dng)寺 11 
李 11 11 錦衣 (C量m-y)寺 11 
1 1/ 竜興 (Lo暗 -h山 g)寺 。
1/ 11 聖寿 (Thanh・thQ)寺 1/ 
11 11 天光 (Thien叩Iang)寺 11 
11 1/ 天徳 (Thien-a台c)寺 11 
1025 j頂天15年 真教 (Chan-giao)寺 昇竜城内
1034 通瑞元年 長聖 (Trang-thanh)寺
1049 崇興大宝元年 延祐 (Dien-h1j吋寺(=一柱寺) 昇竜城内
1056 竜瑞太平5年 崇慶 (Sung-khanh)寺(=報天寺〉 寿昌県仙市報天坊
1073 太寧2年 法雲 (Phap-van)寺 河内省上福県文甲村
紀 1087 広祐3年 覧山 (Lam-sdn)寺 北寧省栓陽県
1136 天彰宝嗣4年 謬水 (Giao-thiiy)寺
1137 天彰宝嗣5年 霊感 (Linh-cam)寺
1145 大定6年 永隆福塑 (Vinh-longphuc-th釦h)寺
下 iT.V-L.T-lJと略記する)p. 208によれば， 映したものと推察されよう。
愛川、l常楽県吉利村が呉真流の出身地であるとして 16) ~全書』には「四大天王寺」・『越史暮』には「四
いる。 Tranviin Giap : op. cit.，によれば仏陀寺 天王寺」・『網目』には「天王寺」とある。仏法帰
は吉利村に在ったとされていることから，仏陀寺 依の衆生を守護するとされる四方鎮護の四神であ




13) 李朝期に造立されたと思われる寺院を『網目1 18) W越史嬰』には「龍具寺」とある。
から抜き出して整理したものが表2である。 19) Tran viin Giap : op. cit.， pp. 235-243 
14) ~越史暑』においては「輿天寺J とされており， 20) Tran viin Giap : ibid.， pp. 243-252 
同書が中国で著された経緯から考えると， ~全書11 21) 註(12)，桜井由弱雄:前掲論文 296-297頁
他のヴェトナム史書に「輿天御寺」とあるのは， 22) 桜井由拐雄:上掲論文 275-278頁
同寺が太租の仏道崇拝のための寺として特別の位 23) 川本邦衛:前掲論文 269-270頁
置にあったことを窺わせる。 24) JlI本邦衛:上掲論文 268頁






ることを強調する経典が収められていることから， 26) Tran viin Giap: op. cit.， Tableau B. Secte 




27) 桜井由拐雄:前掲論文 298頁 ことから，丁朝における僧道階品の制が，前禁朝
28) 明浄:前掲書 64頁で「皇帝的地，村里的庖」 の臥朝皇帝の下で，宋の僧道官制に改められたこ
との句を紹介しているが，まさに「村里的届」と とを知りうる。川本邦衛氏は，丁朝僧官の制を唐
は「諸郷邑所有寺観」を含めて指していると思わ 代のものとされている [JI本邦衛前掲論文 263
れる。 頁]。













秀友『仏典の読み方』大法輪関 昭和45年 165 邦氏[前掲論文 367-367頁]の理解に賛成したい。
頁]，中国・日本では珍重され， I金光明経」の中 42) 中国や日本において度僧という時には，律令制
にも思想、や表現に重要な影響を及ぼしている[金 を前提とする度燥の給付による仏教統制を目的と
岡秀友上掲書 121支]。 すると解されようが，李朝において律令を定めた
32) 曹仕邦:前掲論文 366-367頁 との記事がみられるのは英宗大定十八年(1157)
33) 曹仕邦:上掲論文 366頁 のことであるから，その実施等内容は不詳である
34) 川本邦衛:前掲論文 268-269頁で，同氏は『全 が，李朝建初期の度僧は，単に得度して僧となし
書』景瑞二年(1009)の，木棉樹への落雷による樹 たと解すべきであろう。
幹の裂目の跡を万行が判じて禁氏滅亡李朝成立の 43) 註 (34)参照。万行禅師や多宝禅師のような仏
兆しとした記事を，李公離が万行に蕉山寺で前君主 教指導者や陶甘泳などを中心とする勢力と考える。
朝纂奪計画を画策せしめていた史実を潤色したも 44) W全書』薮紀臥朝皇帝景瑞二年 (1009)の記
のと解釈されている。筆者も川本氏の解釈に賛成 事に「是月，笑丑日，李公超自ら立ちて帝と局る。」
する。なお，李公瀦の即位にまつわる修史・潤色 とあり，皇帝を称した後，すぐに封侯などの論功
については， IT .V. L. T.-1J op. cit.， pp. 219一 行賞的人事を行い，僧侶に対しては， I衣服を頒
226に纏められている。 って僧道に賜わる。」とある。順天元年をまたず、
35) IT. V. L. T.-1J ibid， pp. 214-218， M~t T民. しての衣服の下賜と，翌年の造寺・鋳鐘・度僧等




37) 薗田呑融「国家仏教と社会生活JW岩波講座日 46) W金書」の同記事に続いて， I鐙成る，人をして
本歴史 4古代4.ll岩波書庖 1976367頁 之を捜送せしめんとするに，其鐙人力を待たず，
38) IT. V. L. T.-1J op. cit.， pp. 208-211， M~t 自らよく移転し， 頃刻の間に其寺に至る。」とあ




が，それを神人の迩と記して疑わぬ考え方があっ 54) ~宋曾要』蕃夷四景徳二年 (1005) 正月の記
たことは，当時の仏教理解の一面を伝えるものと 事に， 1"是の月，繋桓に本蔵経を印して賜わる。」
言えよう。なお，太宗期には天成六年 (1033)に とあり，本蔵経を印行して君主桓に授けたことが知
も， 1"詔して寓斤の鐘を鋳，龍爆鐘楼に置かしむ。」 られる。『全書』応天十一年 (1004)に， 1"行軍王
との記事と，乾符有道三年 (1041)の鋳鐘の記事 明提を遣し，摂騒州刺史を穏すを宋に聴せしむ」
がある。 とあることから，この待のことと知られる。なお，
47) ~全書』竜瑞太平三年(1056) に「崇慶・報天寺 同時期の宋との関係史については，河原正博「ベ
を造り，銅高二千斤を設して，洪鑓を鋳，帝親し トナム独立王朝の成立と発展(905-1009年)J山本
く銘文を製す。」との一例を見るのみである。 達郎編『ベトナム中国関係史』山川出版社 1975 
48) 李朝初期鋳鐘の規模一覧 25頁を参照されたい。
年 |鋳鐙規模|設置寺院
順天元年(1010) 銀 1680両 大教寺
太
]1原天五年(1 
014) 金 300両 興天寺
租




通瑞二年(1035) 銅 6000斤 重光寺
，刀"す 乾符有道三年 銅(含7鋳50弥0斤勅仏・海 慈氏天福院(1041) 清一功徳二菩薩)
不翌 1 竜瑞太平(10三5年~l 銅12000斤 (2 ロフ)1報崇慶天寺













50) Tran v五nGiap : op. cit目，









































































仁 同 3年 1122 塔設慶会成隊山崇善延齢宝
同 4年 11<'3 設慶成奉慈寺会
同 4年 1123 設慶成倦遊広孝寺会
刀ヒ全zミ， 
同 7年 1126 設慶賀五経礼子寿聖寺
同 7年 1126 設仁王会子竜環
同 7年 1126 塚(九月〉設広照燈会予竜
票|天即年lm|設慶成広厳資聖寺会

















[Keith Taylor :“ The Rise of D平iVi~t and the 
Establishment of Thang-long，" Kenneth R. Hal! 
and John K. Whitmore Edited. ‘EXPLORA-
TIONS IN EARL Y SOUTHEAST ASIAN 
HISTORY: THE ORIGINS OF SOUTHEAST 
ASIAN ST ATECRAFT' Center for South and 
Southeast Asian Studies The University of 























米を雨し堆を成す。」とある。また， w全書』太宗 を遍く学んでいた [Thanh-T也， -‘ THI企N SU' 
通瑞元年 (1034)の条では， 舎利光の話があり VI企TNAM' (Tu-Vi~n Chdn-Khong) Saigon， 
『全書』太宗天成五年 (1032)春二月の条では，優 1973 p. 49] とされることから，李朝建初期の仏
曇樹が開花したとの記事もあり， w全書』太宗通 教理解は土俗的な理解を含むものであったと推わ
瑞二年(1035)の史臣呉仕連の割註には， 1"寺僧そ れる。
の教えに神を欲す。」と批判し神人の跡，舎利 89) Tran van Giap : op. cit.， pp. 253-255. Thich 
光，優曇花，古仏湯の類はみな僧徒の言によるも Thien An: op. cit.， pp. 72-107. Thanh Tな:
のであることを指摘している。このような仏教理 op目cit.，pp. 61ー62，pp. 294-303_ 
解は何も位の低い僧のものとは思えなし、。ビエタ
- 50ー (104)
